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様々なトドマツ精油商品（下川町森林組合） 

 
森林（下川町森林組合） 

 ＦＳＣ森林認証には最初の取得審査と取得後毎年

の審査があります。どちらの審査においても注視さ

れた項目は、水流、地形、希少動植物の３点で、水

流付近や急傾斜地での木材生産は行わない、北海道

のレッドデータブックに該当する動植物は保護する

という対策が取られています。審査は審査機関によ

る現地審査が基本で、審査員の旅費等の実費も負担

が必要です。下川の場合の費用は、最初の取得時は

約 300 万円程度、毎年の審査時に約 100 万円程度で

す。現在のＦＳＣ認証林は、町有林が 100％、私有

林が 30％程度で、私有林についての費用負担は当初

は面積に応じて個人負担を求めていましたが、今は

森林組合がまとめて負担しています（一部町の費用

負担やＦＳＣ認証林の整備補助もあります）。 
ＦＳＣ認証材製品は、割り箸とトドマツの精油の

み価格的な差異が生まれています。割り箸は違法伐

採や安全性が叫ばれた時期と重なり、通常の製品よ

り割高で販売され、割り箸用の原木も数％高値で売

買されています。 
『ＦＳＣ認証製品として価格面での付加価値を付け

るのは、消費者に直接届く安価なものでないと難し

いと思います。建築用材の場合、どうしても全体の

住宅価格をいくら抑えられるかという話から始まり、

いかに安くできるかという話になってしまうのが一

般的です。一方でＦＳＣの費用負担は小さくないた

め、自己資金のみで継続させることには限界もあり、

今後検討が必要です。（下川町森林組合職員）』 
持続可能な森林経営を証明するＦＳＣ森林認証で

すが、認証材の市場や価格の優位性無しでは費用面

で継続が厳しいことも事実です。この費用対効果の

バランスをいかに是正していくかが大きな課題です。 

 
 
 
 
 

 
ラミナ製材工場（山本組木材） 
 
製材（山本組木材） 

 下川町森林組合のすぐ近くに位置する山本組木

材（株）は、下川も含む道内から原木を調達し、建

築用・梱包用の製材を行っています。昨年の金融危

機による不況で約 25,000m3/年の原木消費量が４割

ほど急激に落ち込んでいるそうです。変動は大きい

ですが、今は建築用が 7 割、梱包用が 2 割で、建築

用は森林組合の集成材加工工場へ、梱包用は静岡や

名古屋へ出荷されています。原木は昨年までは下川

町産だけでは不足するため道内から 4 割ほど調達し

ていましたが、全体量が減った今年は、約 8 割が下

川町産の原木となっています。 
ＦＳＣ（ＣoＣ）認証の取得は、地域をあげての取

組であったことと、いずれにせよ必要な時代が来る、

という思いで取得に踏み切ったそうです。ＣoＣ認証

事業所も取得時および毎年の審査があり、毎年数十

万円程度の費用が必要で、取得時は町の補助があり

ましたが、毎年の審査は全て自社負担となっていま

す。認証に必要な作業はＦＳＣ認証材の分別管理と

入出荷の書類管理で、特別たいへんなことではない

ようです。しかし、ＦＳＣ認証材として消費者に届

けるためには、相手事業者も同じＣoＣ認証を取得し

ている必要があり販路が極めて限定されること、お

よび現状ではユーザーからのＦＳＣ認証材へのニー

ズが極めて希薄なため、ＦＳＣ認証材としての出荷

量は全体の僅か 2％程度にとどまっています。 
『製材所は直接消費者と接点が無いため、割箸の

ように消費者に一歩でも近づきたいと思っています。

例えば消費者に直接ミルクを提供する農家であれば、

ＦＳＣの飼料を使っていますとＰＲ出来ますが、販

売業者に卸しているだけでは、消費者に直接訴える

ことがとても難しいです。（山本組木材社長）』 
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集成材加工工場（下川町森林組合） 

 
加工（下川町森林組合） 

 森林組合では、構造用集成材（748m3）、造作用

集成材（2,941m3）、住宅関連部材（15m3）の加工

も行っています（平成 20 年度生産量）。集成材用の

ラミナはほとんど山本組木材から仕入れ、集成材の

出荷先は札幌や苫小牧など道内で、下川町内への出

荷量は全体の 2～3％です。具体的にはプレカット工

場への出荷が 9 割です。集成材の防腐土台の生産も

行っていて（道内では下川のみ）、精度を要求する金

物工法の普及に伴い、昨今の不況にも関わらず出荷

量が増加しています。 
下川町産材はほとんどがＦＳＣ認証材なので、入

荷する材も全てＦＳＣ認証材ですが、出荷時に要求

の無いものは認証材ではなく一般材として出荷する

そうです。むやみに認証印を押してしまうと、追跡

調査が全て必要になり手間が増えてしまうとのこと、

ＦＳＣ認証材の出荷割合は構造材で全体の 1～2％
程度です。認証に関する作業については、ＦＳＣ原

木からどれくらいがＦＳＣ商品になっているかの書

類管理が手間がかかるようです。ユーザーからは、

各種助成金を得るための産地証明、合法証明、出荷

証明、ＪＡＳ証明のニーズが多く、ＦＳＣ認証を求

めるケースはほとんど無いのが現状です。 
『ＦＳＣであれば基本的に全てをクリアできるはず

なのに知らない人が多い。なぜＦＳＣなのかという

根本的な意義をもっとＰＲすべきです。また、ＦＳ

Ｃを普及するためには、金銭的なメリットが特に無

い現状で、現在取得している事業者が今後どのよう

にやっていくかをしっかりと計画すること、および

ＦＳＣの地域材を使うという地元の取組を、工務店

等とも連携してどうしていくのかを議論していくこ

とが必要だと思います。（下川町森林組合職員）』 

 
 
 
 
 

 
ＦＳＣ認証材使用住宅（丸昭高橋工務店） 
 
住宅建設（丸昭高橋工務店） 

 （株）丸昭高橋工務店は、住宅は全て下川産のＦ

ＳＣ認証材でつくるという方針を決め、家づくりに

取組んでいます。町内に認証材がせっかくあるのだ

から使わない手はない、他業者との差別化のために

も、という理由からＣoＣ認証を取得し、北海道第一

号となるＦＳＣ認証材使用住宅を手掛けました。普

段行っている家づくりのシステムを極力変えないよ

うに認証マニュアルをつくったため、作業上特別な

手間はほとんどありませんが、毎年数十万円の審査

料の負担はあります。また、「ウッドマイルズ」につ

いても、木材の地材地消を訴えるツールとして、ク

ラスター推進部の協力を得ながらモデルハウスの算

出を行いＰＲするなど積極的に取組んでいます。し

かし、町内の個人住宅の仕事は極めて少ないため、

徐々に仕事が町外へ移行しています。昨年からは北

方型エコ住宅（長期優良住宅先導的モデル事業）も

数棟手掛けています。 
『ＦＳＣのマーク等は、あった方が説明し易いし、

理解してくれる人も増えると思いますが、ＦＳＣも

ウッドマイルズもお客さんに何となく理解されます

が、積極的に興味を持つ方は少ないです。我々とし

ても理解してもらうためにどのように話をするか、

どのようなストーリーで語りかけるかが大きな課題

です。また、使用割合に応じて「ＦＳＣ使用住宅」

という表示を行っていますが、ＦＳＣ本部では下地

から何から全てＦＳＣ材による「ＦＳＣ住宅」のみ

にすべきという議論もあるようで、そこまで縛りが

厳しくなるとＦＳＣの維持は難しいです。ＦＳＣで

無くても町内等の誰かが認めてくれれば良いし、一

社では限界があるので、町の行政や町外業者等、も

っと巻き込んで欲しいです。（丸昭高橋工務店社長）』 
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北町工場（三津橋農産） 

 
下川町内製材業（三津橋農産） 

 下川町内に本社を構える三津橋農産（株）は、主

にハウスメーカー部材や梱包材を挽く製材業で、北

町、名寄、二の橋に３つの工場を持ち、北町と名寄

で約 52,000m3/年の原木消費量があります。ＦＳＣ

のＣｏＣ認証を取得していますが、現状では実際の

取扱はありません。ＦＳＣはイメージＵＰ材料とし

て活用されています。特に現在の大手メーカーは木

材の納入業者にも「エコ」を求めるため営業的にも

有利で、そのための費用は惜しくないとのことです。

他の地域や他社からも原木を確保するため、ＦＳＣ

だけではなく、ＳＧＥＣのＣｏＣ認証も取得してい

ます。 
『森林認証の取扱は注意が必要です。森林認証は小

さな地域内の差別化では有効ですが、大きな市場で

は量が少ないと通用しません。例えば国内の大手業

者が森林認証材しか使わないと言ったら、多くの国

産材が使えなくなってしまいます。規模の大きい市

場に対する森林認証の売り込みは危険だと思います。

また、森林認証は本来「売る」ための指標であって

は駄目だと思います。自分達の山をどうしていくの

か、木材をどう使っていくのか、といった森林に対

する理念を築くために使われなければ、本来の趣旨

からどんどん離れていってしまいます。 
森林認証は、ＰＥＦＣ、ＦＳＣ、ＳＧＥＣなど多

岐に渡りますが、大きな違いは無いにせよ、その厳

密性や審査体制、審査費用などは各々レベル差があ

ります。しかし、ユーザーにとっては同じ「森林認

証」として片付けられ、「森林認証」であれば何でも

良いという風潮もあり、あまりにも適当な認証にな

ってしまうと、最後は誰も信用しなくなってしまう

と思います。（三津橋農産社長）』 

 
 
 
 
 

 
道南杉の外壁材（牧野） 
 
下川町外木材販売業（牧野） 

 （株）牧野は道南に位置する伊達市で、木材販売

業を営んでいます。2×4 材、羽柄材、枕木などの輸

入材を取り扱っていましたが、生き残りのため誰も

やっていない道南杉を始め、試行錯誤を重ね今では

取引先製材工場の出荷に重要な地位を占めるほど

（道南杉製品の道内シェア約 20％）に至っています。

下川との関わりは、工務店が不安がるイソシアネー

ト系接着剤の集成材ではなく、レゾルシノール系接

着剤の集成材に切り替え、その安定供給地として下

川を選んだ時から始まりました。下川との関わりを

通じて、ＦＳＣやウッドマイルズを知り、現在納品

先工務店が手がける住宅のウッドマイルズ算出や社

員への講習会なども積極的に取組んでいます。 
『製材業だけではなく木材販売業も、もっと重視さ

れるべきです。流通において木材販売業をカットす

べきという意見もありますが、大多数の工務店のニ

ーズである品質やストックの確保は、全て木材販売

業者がやっている現状では非現実的だと思います。

また、木材販売業者は価格を最優先に考えるため輸

入材となりますが、我々も高くても国産材を使うと

いう使命感をもつべきだと考えます。実際、欧州の

ホワイトウッド集成材に比べると、下川の集成材は

数割コストＵＰになり、今後の課題である羽柄材の

道産材化もコストＵＰになります。コストが多少高

くても道産材を使うことは、将来の差別化になると

思っているのですが、ユーザーである工務店を説得

するのは至難の業です。（牧野社長）』 
かつては不明瞭な流通・品質という中でやってい

たそうですが、今では製品自体の様々な取り組みに

も挑戦しています。例えば道南杉の外壁材は木裏仕

上とし、その後クレームが一切無くなったそうです。 
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